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研究所プロジェクト
f境域アジアのトランスナショナル・コミュニティー地域間比較研究の定礎に向けてJ
〈研究期間〉平成20年4月~平成23年3月
〈研究代表者〉松本誠一(社会学部教授/アジア文化研究所研究員)
〈研究分担者〉井出 弘毅(アジア文化研究所客員研究員)
植野 弘子(社会学部教授/アジア文化研究所研究員)
金 東光(アジア文化研究所客員研究員)
後藤 武秀(法学部教授/アジア文化研究所研究員)
小林正夫(社会学部准教授/アジア文化研究所研究員)
長津一史(社会学部准教授/アジア文化研究所研究員)
比嘉佑典(文学部教授/アジア文化研究所研究員)
山本須美子(社会学部准教授/アジア文化研究所研究員)
〈研究経過〉
昨年度，平成20年度10月末までの研究経過を報告したので，それ以降の未報告分を併せて報告す
る。宮下良子客員研究員にも，この共同研究への参加をお願いしている。
平成20年度
1月1日 境域としての与那国研究会開催
研究会名:与那国から見た境域とトランスナショナリテイ
開催地:沖縄県八重山郡与那国町与那国漁業協同組合会議室
報告者および題目:
長津 一史(研究員)Iアジア境域における越境移動の同時代性とその背景
島艇部東南アジアと八重山海域との比較」
弘子(研究員)I与那国島の女性にとっての台湾就労経験の社会的意味」
良孝(研究協力者。八重山毎日新聞記者)I与那国・台湾問の民衆ネットワークの展開」
常夫(与那国漁業協同組合) I与那国漁業の展望一一台湾との関係を中心に」
恵(与那国在住の郷土史家)I与那国島の歴史一一戦間期における台湾との経済関係を
中心に」
?????
2月27日 研究経過報告
I[報告平成20年度 4 月~1O月]研究所プロジェクト 境域アジアのトランスナショナル・コ
ミュニティー一一地域間比較研究の定礎に向けて」を『東洋大学アジア文化研究所 研究年報』第43
号， 317~342頁に掲載
一一一
平成21年度
7月4日 日韓境域研究会
済州島出身者経営の韓国家庭料理屈で庖主を交えながら，井出弘毅(客員研究員)・宮下良子(客
員研究員)と松本誠一が済州島関係者に関する取材及び済州島研究動向の情報交換(飲食費は私
費)。
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7月24日 ワークショップ開催
長i章一史研究員のコーデイネートにより，本学でワークショップ「東南アジアの海と人」開催。
学外より研究者約20名参加。
*韓国国学振興院は国立研究機関
10月19日 公開講演会開催
講師:金美柴(韓国国学振興院・責任研究委員)
演題:国際結婚女性の適応様相についての考察
台湾境域調査
科研費「トランスナショナル・コミュニティの地域間比較一境域アジアの移住と生活の動態研究」
計画による共同研究
研究所プロジェクトと連携させて申請していた科研費「トランスナショナル・コミュニティの地
域間比較一一境域アジアの移住と生活の動態研究J(基盤研究B)に2009年度から採用された。 3
年計画としている。科研費計画の共同研究員構成は研究所プロジェクトと一部異なり，以下のよう
である。
研究代表者:松本
研究分担者:後藤
研究分担者:長津
連携研究者:植野
連携研究者・渡遺
連携研究者:赤嶺
連携研究者:青山
誠一
武秀
一史
弘子(社会学部から海外長期研究で台湾滞在のため2009年度は連携研究者と
し 2010年度以降は研究分担者)
暁子(東洋大学社会学部・助教)
淳(名古屋市立大学・准教授)
和佳(日本大学・准教授。 2009年10月以降は北海道大学大学院メディア・コ
ミュニケーション研究院・准教授)
研究協力者・ジ、ユナエナ・スレハン(マレーシア国民大学・准教授)
研究協力者.屋 仁宅(韓国・東亜大・教授)
10月 31 日 ~ll月 4 日
科研費「トランスナショナル・コミュニティの地域間比較一境域アジアの移住と生活の動態研究」
計画による「日韓境域J調査
???
本
???
アジア文化研究所研究員
客員研究員
客員研究員
光
毅出
期間:平成21年 8 月 25 日 ~30 日
出張先:大韓民国(釜山広域市，巨済市)
科研費「トランスナショナル・コミュニテイの地域間比較一境域アジアの移住と生活の動態研究J
計画による「日韓境域」調査を行なった。今回の調査目的は， 日韓聞に跨って生活している人々を
対象としその人々の生活のあり方について基礎資料の探索及び収集と実際に見て，聴き取りを
することである。そこで調査対象として， 日韓聞を行き来する商品をめぐる人々の動きと，国際的
な布教活動を行なうキリスト教会の牧師とその家族を設定した。基礎資料については，釜山市内の
様々な関連施設を訪問して調査・収集を行なった。調査対象のうち前者については，国際市場など
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を中心に，その様子を観察した。後者については，巨済(コジ、ェ)島にあるキリスト教会を訪問し
牧師及びその家族から，その布教活動の実態と家族のトランスナショナルな状況についての聴き取
り調査を行なった。なお，金東光客員研究員は韓国からの自費参加により，科研費を使用していない。
調査日程は，以下の通りである。
8月25日
航空機にて成田空港から金海国際空港に移動し，空港から宿舎までリムジンパスを利用。
東亜大学の崖仁宅(チェ・インテク)教授と対面。韓国内のwebデータへの効率的な情報アク
セスについて専門家を紹介して頂く。
8月26日
釜山近代歴史館において，学芸員から韓国の新聞・雑誌などの資料の検索・閲覧方法について調
査。
チャガルチ市場，国際市場(クッチェシジャン)にて実態調査。
宝水洞(ポスドン)古書庖街にて文献調査。
8月27日
高速船にて沿岸旅客ターミナルから，巨済島の古牒(コヒョン)港へと移動。
宿舎に荷物を置き，金東光(キム・ドングァン)氏と合流。キリスト教会の執事の方の運転で島
内を巡り，景観を見る。途中，金泳三(キム・ヨンサム)元大統領の生家を訪問。
キリスト教会に戻り，ちょうど帰郷した牧師夫妻から聴き取り調査。
8月28日
宿舎からパスにて巨済博物館へ。巨済島の古地図等を見学。その後教会の車にて移動。巨済文化
院を訪問。院長から巨済島の文化伝統などについて詳細な説明を受ける。キリスト教会に戻り，牧
師の奥様から聴き取り調査。
??
?
8月29日
巨済島の古牒港から高速船にて釜山沿岸旅客ターミナルへ移動O
国際旅客ターミナルにて調査。
東亜大学の富民(ブミン)キャンパスに移動し
ナルな研究動向等について説明を受け，来年開催
予定の国際ワークショップ会場候補を見学。ワー
クショップについての打ち合わせを行なう。
8月30日
航空機にて金海国際空港から成田空港へ帰国O
8月25日から30日にかけて，韓国第二の都市で
ある釜山広域市と，韓国第二の面積を持つ巨済島
を訪問し調査を行なった。
まず釜山における歴史的・民俗的な資料にアク 釜山と対馬を結ぶシーフラワ}号写真①
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九セスする方法について，東亜大学の在仁宅教授(社会人類学・民俗学)と会い，いくつかのあたり
をつけて頂いた。具体的には，歴史や民俗資料という情報へのアクセス方法に詳しい専門家を紹介
して頂き，また訪問した方が良いと思われる場所についても教えて頂いた。
そこで釜山近代歴史館を訪問し，学芸員から韓国の新聞・雑誌などの資料の検索・閲覧について，
いくつかの有効な方法を入手した。韓国は日本に比べて文書の電子化がかなり進んでおり，閲覧で
きる範囲も広く，今後新聞記事や雑誌・論文など
の関連資料の収集において効率的に行なうことが
できると思われる。
国際市場という釜山で最も大規模な市場を訪問
し，そこで売られているモノについて簡単なリ
サーチを行なった。扱う品物の種類はかなり広範
囲に亘り，中には韓国産ではなく，中国やロシア，
そして日本のものも多く散見できた。元々は戦後
の闇市から発展してきたという背景を持つ場所で
あるが，現在では海外からの観光客も多く立ち寄
る一大商庖街となっている。
次に宝水洞という釜山の古書庖街を訪問した。 写真② 宝水澗古書庖街の路上にあった
訓民正音(ハングル)制定の碑文ここは小規模ながら古書庖が軒を連ねる場所であ
り，韓国の学生たちが教科書や参考書を求めてい
る姿が多く見られた。中でも日本の漫画本のハン
グル版が多く見られ， 日本語版に比べるとかなり
安価にて販売されていた。また昨年と変わった点
として，路地の交差点の路上に新たにハングル制
定の文書が彫刻されていた(写真②)。韓国では，
人が歩く(靴で踏みつける)場所に文字を配置す
るということがあまり見られなかったためこれは
驚きであった。特に民族の丈字であるハングル制
定という重要とされるものが，下を見なければ簡
単に踏んでしまうような場所にあるということ
は，いかがなものかと詩しく思われた。単によく
見える場所に配置したということかも知れない。
見えていればまず踏まないだろうという配慮なの
か。韓国は日本よりもかなり短い期間で近代化が
進んだ背景もあって，伝統的な価値観の変容が大
きく，こうしたことにも関係した現象なのかも知
れない。
写真③ 釜山と巨済島を結ぶゴ}ルドスター号
次に巨済島(コジェド)に渡り，巨済博物館(写
真④)において資料を閲覧・収集した。ここでは
学芸員の方からいろいろと詳しい説明を頂いた。
特筆すべきは，館内に展示してあった古地図の写
しであった。これには巨済島の昔の地名が記載さ
れており，その中に「倭J(昔の日本の呼称)と
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写真④ 巨済博物館
写真⑤ 巨済第一教会
写真⑦ 東亜大学の富民(ブミン)キャンパス
写真⑥
写真⑧
廃止になったモジライン(釜山一門
司開を結ぶ)の C&クルーズの窓口
!日植民地時代の建物(現博物館)
登録文化財第41号釜山臨時首都政
府庁舎大韓民国近代文化遺産
いう文字をいくつも見ることができた。これは地理的に近接しているという要因もさることなが
ら，古くから日本との関係が深いことを意味する証拠である。聞いたところでは，そうした場所に
は当時日本人が多く住んでいたとのことである。この博物館には対馬への観光ブースが併設されて
いた。聞いたところ，館長自身が観光会社を経営しており，特に対馬観光に力を入れているとのこ
とであった。残念ながら館長が不在のため，話を開くことはできなかったが，古くからの日本との
交流と，現在の交流とが一つになっているという象徴的な場所であると言えよう。
続いて巨済文化院を訪問し院長から巨済の文化伝統についての詳細な説明を受け，
資料を入手した。
いくつかの
またキリスト教会の牧師から，最近の海外宣教についての聴き取り調査を行なった(写真⑤)。
昨年訪問した際は，アフリカへの宣教の旅から帰国されたばかりであったが，今年は南インドにお
ける宣教活動を行なった様子を記録した動画及び関係資料を収集した。牧師夫妻も海外への行き来
を活発に行なっているが，子どもが海外で生活していたりと，国境を超える家族の有り様をより詳
しく伺うことができた。
再び釜山に戻り，国際旅客ターミナルを訪れた。昨年もポッタリチャンサを調査しようとしたが，
かつての隆盛は姿を消し，ほとんど確認することができなくなっていた。今回も残念ながらその姿
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七写真⑨ 日本式家屋 写真⑩ 旧植民地時代の共同墓地(現住宅地)
を望む(中央上のクレーンの付近)
を見ることはできなかったが券売窓口に変化が見られた。昨年6月に釜山と門司を結ぶモジライ
ンが就航したが，昨年8月に運休となり，今年8月18日に完全に廃止となった(写真⑥)。理由と
しては世界的不況の影響を受けての業績の悪化があげられているが，日韓聞を行き来するというこ
とがかつてのような賑わいを見せなくなったことも関係しているのかも知れない。
最後に，初日にお会いした東亜大学の崖仁宅教授と再会し，韓国におけるトランスナショナル研
究についての概略を聴いた。また来年度釜山にて行なう予定であるワークショップの会場候補地と
して東亜大学の富民(ブミン)キャンパス(写真⑦)を訪れた。キャンパス内には植民地時代の建
物がリフォームされ，博物館として使用されていた(写真⑧)。建物からは近隣の日本式家屋(写
真⑨)や，植民地時代に日本人の共同墓地であった場所(現在は住宅地) (写真⑩)などが見えた。
かつての日本との関係を色濃く残す場所であった。
来年度は，古よりの国際交流の最先端であるこの釜山において国際ワークショップを行なう予定
である。
(井出弘毅 丈・写真)
2009年 4 月~1O月の聞に，科研費による調査は上以外にもあるが，
つ。
その報告は科研費報告書で行
〈研究成果〉
井出弘毅
後藤 武秀
長津 一史
松本 誠一
2009年3月19日 「ポッタリチャンサ一一日韓境域を生きる越境行商人Jr白山人類
学j12号， 53~67頁
2009年3月19日 「台湾における日本統治時代の民事法Jr学術フロンティア報告書
2008年度上 64~72頁
2009年9月20日 『台湾法の歴史と思想」法律文化社
2009年3月 「境域の言語空間一一一マレーシアとインドネシアにおけるサマ人の言語
使用のダイナミクス」森山幹弘・塩原朝子(編)r多言語社会インドネシア一
一変わりゆく国語，地方語，外国語の諸相j，183~212頁
2009年2月27日 「日韓境域の移動方法一現在の海路を中心にJrアジア文化研究所研
究年報』第43号， 5~14頁
2009年3月31日 (<特集〉日韓境域のトランスナショナリティ 済州人を中心にH序
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論jr白山人類学.112号， 1 ~6頁
2009年4月1日 「対馬帰属問題資料jrコスモス.1150号， 4~5頁
2009年6月21日 「修正核家族 modifiednuclear family 考」比較家族史学会第51回
研究大会(開催場所:大阪大学豊中キャンパス)で報告
宮下 良子 2009年3月31日 「済州スニム(僧侶)のトランスナショナリティー一大阪市生野区
の事例を中心にjr白山人類学j第12号， 35~51頁
2009年10月4日 「周縁の民俗学一一大阪府堺市の在日コリアン・コミュニティの事
例からj，日本民俗学会第61回年会(於園撃院大挙)グル}プ発表 1<植民地>
と<移住者>の民俗学」の中の分担報告
2009年10月24日 「在米コリアンのエスニシティ再考 ロサンゼルスのコリアタウ
ンの事例を中心にしてj，韓国・朝鮮文化研究会第10図研究大会(於慶応義塾
大学)で報告
山本須美子 2008年1月「ヨーロッパ華僑華人研究のフロンティァjr華僑華人研究.1 5号， 242~ 
249頁
2009年3月 「イギリスにおける中国系アソシエーションと新移民の流入jr東洋大学
社会学部紀要.146-2号， 89~108頁
(井出氏担当箇所以外は松本誠一執筆)
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